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教育指導担当 

学びの多様化学校の設置について 

 

  

 

 

 

 

 

１ 背景 

  「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の結果

から、港区立学校不登校児童・生徒数は増加傾向にあります。特に、中学校においては不登

校出現率※が６．６８％と全国（５．９７％）と比べて高い水準にあります。また港区立中学校の

令和３年度の不登校出現率から、１．３倍となっています。 

   また、適応指導教室（つばさ教室）や各学校での指導の結果、登校する又はできるようにな

った生徒の割合は 10.８%であり、全国（２７．０％）と比べて低い状況にあります。不登校児

童・生徒の不登校の主たる要因に注目すると「無気力・不安」が最も多く、これらの児童・生徒

に対して、意欲的に学ぶことができる不登校生徒にふさわしい学びを保障する場を整備して

いく必要があります。 

 

 ※不登校出現率（％）＝（不登校児童生徒数／全児童生徒数）×100 

 

２ 目的 

  学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）は、不登校生徒一人ひとりの実態に配慮した

教育を実施するために、特別の教育課程を編成して、不登校生徒の教育の機会を確保して

いくことを目的とします。 

 

３ 内容 

（１）設置形態 港区立小中一貫教育校 御成門学園御成門中学校分教室 

（２）設置場所 港区立教育センター（適応指導教室つばさ） 

港区虎ノ門３－６－９ 

（３）対象生徒 区内在住の不登校の中学生 

        ※当面、中学生を対象とします。小学生は、児童一人での通学が困難な

ことから、適応指導教室での対応に加え、順次、校内での別室指導を

充実させ、不登校児童の学びを保障してまいります。 

報告内容 

不登校児童・生徒が増加傾向にあり、より個に応じた体系的な指導を受けられる環境

で学びを保障することが求められていることから、令和７年度から学びの多様化学校

（いわゆる不登校特例校）の設置に向けた準備を進めます。 

令和６年１月２２日 
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４ 設置予定 

令和７年４月１日 

 

５  設置までのスケジュール 

令和６年１月   教育委員会報告 

令和６年３月   基本方針策定 

令和６年４月   指定申請書（特別の教育課程案）の策定 

令和６年７月   文部科学省（国）への指定申請書提出 

令和７年１月   学びの多様化学校の国の認可 

   令和７年４月   学びの多様化学校（分教室型）の開設 

 


